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④実証内容： 

 今回対象とした特定の青果物について、対象期間中に実際に行われる取引に合わせて、トレー

サビリティ情報（生産者情報、生産履歴、流通履歴等）を各参加事業者が、今回開発した BC プラ

ットフォーム上に記録、閲覧。 
 実証実験終了後に、各事業者が BC プラットフォームを利用した場合と利用しない場合で比較し、

効果を検証。 

 

 

本件に関するお問い合わせ先 

株式会社ベジテック 
〒216－0012 神奈川県川崎市宮前区水沢 1-1-1 

【内容に関するお問い合わせ】 
統括本部  窓口：椙山・金田 
電話：044-920-9902 
メール：椙山（y.sugiyama@vegetech.co.jp）  金田（h.kaneda@vegetech.co.jp） 

【取材に関するお問い合わせ】 
社長室 窓口：溝尾 
電話：044-789-5192  メール：d.mizoo@vegetech.co.jp 

本資料は、農林記者会、農政クラブおよび三菱総合研究所にてコンタクトのある記者の方々にもご案内 
しております。 


